
午前１０時２分 開議

○議長（奥和田好吉君） おはようございます。た

だいまから平成１３年第３回泉南市議会定例会継

続会を開議いたします。

直ちに本日の会議を開きます。出席議員が法定

数に達しておりますので、会議は適法に成立いた

しました。

これより日程に入ります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第８０条の規

定により、議長において１３番 稲留照雄君、１

４番 南 良徳君の両君を指名いたします。

次に、日程第２、議案第１３号 平成１３年度

大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。

議案書を朗読させます。

○議会事務局次長（馬場定夫君）

〔議案書朗読〕

○議長（奥和田好吉君） 理事者から提案理由並び

に内容の説明を求めます。蜷川助役。

○助役（蜷川善夫君） ただいま上程されました議

案第１３号、平成１３年度大阪府泉南市介護保険

事業特別会計補正予算（第２号）について説明申

し上げます。

議案書の８３ページをお願いいたします。介護

保険の給付実績が確定したことによりまして、国

庫負担金、府費負担金等の受け入れ額が超過とな

り、超過分返還の予算措置が必要なことから本議

会に上程するものでございます。

第１条、歳入歳出予算の総額にそれぞれ７，４６

９万６，０００円を追加し、１６億９，８３１万円と

するものでございます。

歳入歳出の明細につきましては、８７ページか

ら８９ページに記載のとおりでございます。

以上、甚だ簡単でございますが、説明とさせて

いただきます。よろしく御審議の上、御承認賜り

ますようお願い申し上げます。

○議長（奥和田好吉君） これより質疑を行います。

質疑はありませんか。 質疑なしと認めま

す。

討論に入ります。討論はありませんか。

討論なしと認めます。

－２０９－

これより議案第１３号を採決いたします。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり可と

することに決しまして御異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

○議長（奥和田好吉君） 御異議なしと認めます。

よって議案第１３号は、原案のとおり可とするこ

とに決しました。

次に、日程第３、議案第１４号 平成１２年度

大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について

から日程第２２、議案第３３号 平成１２年度大

阪府泉南市水道事業会計決算認定についてまでの

以上２０件を一括議題といたします。

ただいま一括上程いたしました平成１２年度泉

南市各会計決算認定２０件につきましては、いず

れも議案書の朗読を省略し、まず初めに監査委員

より報告を求めます。監査委員 成田政彦君。

○監査委員（成田政彦君） 議長の許可を得ました

ので、ただいまから平成１２年度一般会計及び特

別会計など並びに水道事業会計の決算審査を執行

いたしました結果を報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、

泉南市長に審査に付されていた一般会計及び特別

会計などの決算について、平成１３年８月７日、

８日に井上監査委員と私が審査を行いました。こ

の中で審査に付された歳入歳出決算及び附属書類

は、関係法令に準拠し作成され、その計数は関係

諸帳簿と照合した結果、いずれも符合しており、

その収支は正確であることを認めました。

引き続きまして、平成１２年度水道事業会計決

算審査を執行いたしました。結果を報告いたしま

す。

地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、

泉南市長に審査に付されていた水道事業会計決算

について平成１３年８月６日に井上監査委員と私

が審査を行いました。これにつきましては、水道

事業会計決算書を中心に証拠書類並びに関係帳簿

などについて審査をしましたところ、いずれも法

令の定めるところに執行されており、その収支状

況は適正に行われておりました。

なお、審査意見につきましては、それぞれ別添

のとおりお手元に配付いたしております。

甚だ簡単ですが、審査報告といたします。



○議長（奥和田好吉君） ただいまの監査委員の報

告に対し、質疑等ありませんか。 質疑等

なしと認めます。

次に、ただいま一括上程の各会計決算認定２０

件に関し、理事者から順次内容の説明を求めます。

収入役 辻 勇作君。

○収入役（辻 勇作君） おはようございます。議

長から御指名をいただきましたので、ただいま一

括上程されました議案第１４号から同じく３２号

に至ります平成１２年度大阪府泉南市一般会計及

び各財産区会計並びに各特別会計の歳入歳出決算

認定につきまして、地方自治法第２３３条３項の

規定に基づき監査委員の意見を付して議会に御認

定をいただく必要から提案するものでございます。

説明前に、まことに申しわけございませんが、

決算書の中で不備な箇所がございますので、訂正

と申しますか、読みかえて対処いただきますよう

お願い申し上げます。

その箇所でございますが、表紙の次のページの

目次の１、２枚目の一番下の欄などにあります、

平成１２年度大阪府泉南市介護保険特別会計とな

っておりますが、これが平成１２年度大阪府泉南

市介護保険事業特別会計ということで、介護保険

の後に「事業」を挿入していただきますようお願

いを申し上げます。まことに申しわけございませ

ん。

それでは、各会計の決算の結果の概要を簡単に

御説明申し上げます。

まず初め、お手元の平成１２年度決算書の１ペ

ージから８ページにわたります一般会計の決算で

ございます。

１款市税から２０款の繰越金までの歳入決算額

２０４億６，８１８万８，０７１円に対しまして、１

款議会費から１３款の繰上充用金までの歳出決算

の総額は２０２億４，８３５万４，５３５円となりま

して、差し引きいたしますと２億１，９８３万３，５

３６円が残った形になりますが、砂川樫井線新設

事業ほか６件の繰り越し事業がございますので、

その繰越明許費の既収入の特定財源並びに一般財

源の３億８，３６９万７，５００円を引きますと、そ

の結果１億６，３８６万３，９６４円が赤字となり不

足いたしましたので、その不足額を翌年度の繰上

－２１０－

充用金により補てんをいたした次第でございます。

なお、平成１２年度だけの単年度の収支では１，

３２１万６，９４０円の赤字となったものでござい

ます。

続きまして、９ページ、１０ページの泉南市樽

井地区財産区会計の決算でございますが、歳入決

算額６億８，８３９万３，２００円に対し歳出決算額

が７，５９９万９，８７４円となり、歳入歳出差引残

額６億１，２３９万３，３２６円は、平成１３年度へ

繰り越しをいたしました。

次に、続きます泉南市狐池財産区会計、同じく

信達市場（久堀池）財産区会計、同じく馬場財産

区会計、同じく男里財産区会計、同じく海営宮池

財産区会計、同じく信達市場財産区会計、同じく

新家高野・野口（大掛）財産区会計、同じく幡代

財産区会計、同じく信達岡中財産区会計、同じく

新家宮財産区会計、同じく岡中新池財産区会計の

１１財産区会計の各歳入歳出決算につきましては、

１１ページから３２ページにお示しをいたしてお

りますので、まことに勝手ながら省略さしていた

だきますので、御了承のほどよろしくお願いを申

し上げます。

続きまして、特別会計の決算について御説明を

申し上げます。

３３ページから３４ページの泉南市交通災害共

済事業特別会計でございます。

歳入決算額が３７４万４，２５８円に対しまして

歳出決算額３７３万７，７００円でございまして、

その歳入歳出差引額６，５５８円は、平成１３年度

へ繰り越しをいたしました。

次に、３５ページから３８ページにわたります

泉南市国民健康保険事業特別会計につきまして御

説明をいたします。

歳入決算額が４７億９，９６９万５，１９０円とな

り、一方歳出決算額は４７億６，３５８万１，０９７

円で、その歳入歳出差引額３，６１１万４，０９３円

につきましては、１３年度へ繰り越しをいたしま

した。

続いて、３９ページ、４０ページの泉南市老人

保健特別会計でございます。

歳入決算額は４７億６，８９２万４，１４１円に対

しまして、歳出決算額４７億５，４５１万７，７２０



円となり、歳入歳出差し引きにおきまして１，４４

０万６，４２１円が残りましたので、１３年度の会

計へ繰り越しをいたしました。

次は、４１ページから４３ページの泉南市下水

道事業特別会計について申し上げます。

歳入決算額が２５億３，５６１万７，０５３円に対

し歳出決算額が２５億３，５６１万７，０５３円で、

歳入歳出とも同額となり、実質の収支額はゼロで

ございました。

次に、泉南市汚水処理施設管理特別会計は、４

５ページから４７ページでございます。

歳入決算額４，６０１万４，１１１円に対しまして、

歳出の決算額は３，９１８万９，５２２円となりまし

た。その歳入歳出差引残額の６８２万４，５８９円

は、平成１３年度へ繰り越しをいたしました。

最後に、読みかえによる訂正をお願いいたしま

した４７ページから５０ページの泉南市の介護保

険事業特別会計を御説明いたします。

歳入決算額は１４億９，６８３万９，４２８円、ま

た歳出決算額は１４億１，７６６万３，８３９円でご

ざいまして、歳入歳出差引残額７，９１７万５，５８

９円は、平成１３年度の会計へ繰り越しをいたし

ました。

ただいま御説明を申し上げました平成１２年度

泉南市一般会計を初めとする各会計１９件の歳入

歳出決算事項別明細書及び実質収支に関する調書

につきましては、お手元の決算書の５１ページ以

下に、また主要施策の成果説明書は別冊でお示し

をいたしておりますので、お手数でございますが、

御参照をいただきますようよろしくお願いを申し

上げます。

以上、極めて簡単に御説明を申し上げ恐縮に存

じますが、平成１２年度の本市一般会計、財産区

会計及び特別会計など各会計歳入歳出決算の結果

につきましての概要説明とさせていただきます。

何とぞよろしく御審議をいただきまして、御認定

を賜りますようお願いを申し上げます。

○議長（奥和田好吉君） 水道部長。

○水道部長（山野良太郎君） それでは、次に、議

案第３３号、平成１２年度泉南市水道事業会計決

算認定について簡単に御説明を申し上げます。決

算書につきましては、水道の分については別冊に

－２１１－

なっておりますので、よろしくお願いいたします。

まず、決算書の２６ページをお開き願います。

業務につきまして御説明を申し上げます。

給水人口につきましては、６万３，９３７人でご

ざいました。給水戸数につきましては、２万２，２

２９戸でございます。総配水量でございますが、

８６４万４，４７８立方メートルでございました。

取水量につきましては、８６４万４，７５０立方メ

ートルとなってございます。

恐れ入りますが、５ページをお開き願います。

まず、収益的収入でございますが、第１款水道事

業収益といたしまして、予算額の合計が１５億６，

３３５万円でございますが、これに対しまして決

算額といたしまして１３億４，２７９万８４５円と

なっております。

次に、６ページをお開き願います。支出の部で

ございますが、第１款水道事業費用といたしまし

て予算額が１５億７，７１３万８，０００円となって

おりますが、これに対しまして決算額が１５億１，

１８３万８，１８０円となってございます。

次に、７ページでございますが、資本的収支に

ついて記載をいたしております。

収入の部でございますが、第１款資本的収入と

いたしまして、予算額１４億４，９７５万円に対し

まして決算額が７億２，７２３万７，２１０円となっ

てございます。

続きまして、支出の部でございますが、８ペー

ジをお開き願います。

第１款資本的支出といたしまして、予算額２４

億５，８０８万３，８１８円に対しまして決算額８億

５，４７０万１，８１３円となっております。

次に、公営企業ということで事業の損益でござ

いますが、９ページと１０ページにかけて記載を

いたしております。１０ページの下から３行目で

ございますが、これが当年度の純損失額でござい

まして、１億９，３０３万１，４３３円でございます。

前年度繰越欠損金が２億６，７６８万２，４３４円で

ございますので、合計いたしますと当年度の未処

理欠損金といたしまして４億６，０７１万３，８６７

円ということになっております。

以上、甚だ簡単でございますが、説明とさせて

いただきます。よろしく御認定賜りますようお願



いを申し上げます。

○議長（奥和田好吉君） これより各会計決算認定

２０件に関し一括して質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 小山君。

○３番（小山広明君） 今回も辻さんの御説明で１

３年度の分から繰り入れて赤字分を埋め合わした

という報告があったんですが、これは赤字になっ

た場合に、基金を取り崩すべきじゃないかという

議論があって、市民にも赤字であることをやはり

きちっとわかっていただくためにこういう処置を

ある意味で政治的にとったという、そういう説明

があったんですが、こういうことがずっと繰り返

されて次の年度の収入を使ってしまうというあり

方というのはどうなのかと。こんなことが許され

たら、どんどん、どんどん先のものを当てにして

将来にいろいろツケが行くと思うんで、今回でも

基金の取り崩しは当初の予算を取り崩してないで

すね、予算かけてもね。

そういう点で、お金を預かる収入役としては、

その辺はどのようにお考えになっておるのか、お

聞かせをいただきたいと思います。

○議長（奥和田好吉君） 辻収入役。

○収入役（辻 勇作君） 基金というのは、目的を

持って基金を積み立てておりますので、単なる赤

字に対してその基金を取り崩して埋め合わせをす

るということについては無理があると、このよう

に感じてます。

○議長（奥和田好吉君） 小山君。

○３番（小山広明君） というと、市長の御説明と

ちょっと矛盾が出てくると思うんですね。予算の

段階からそれは当然基金ですから、公共施設整備

基金というのはある意味で何でも使えるようなお

金だと思うんですが、だから予算の段階からそう

いう社会状況も考えて、やはり市税とか交付税と

かいろんな関係の中で市税収入がどれぐらいある

かということの中で予算を組んでいくと思うので、

基本的には市税が思ったより入らないということ

が赤字ということに私はなると思うんですが、そ

ういう点でやっぱり事業をする場合に、基金とい

うものをどのように扱うか。

いわゆる次の年度のお金を簡単に使うというこ

とは、これは特別なことの場合にはあってもいい

－２１２－

かもわかりませんが、それが普通になってはいか

んと思うし、これがずっとそういう形で続けられ

ておるんで、目的外に使ったらいかんけども、じ

ゃ目的にちゃんとそういう基金が使えるような予

算措置なり手法がとれなかったのかというのはま

た別な議論だと思うんで、これはやっぱり市民の

皆さんになぜそういうことをするのか、基金があ

るのにと言ったら、そういう答弁をされておられ

るんで、それはやっぱり次の年度の収入を当てに

するというのは、私は余り納得できないんですけ

どね。

そういうことをやっていったら赤字でも関係な

くなってくるから、ある金、ことし入る金でこと

しの要る分を使っていくと。それは基金も含めて

考えるべきだと思うし、基金が当然取り崩されて

きとるわけですから、その点での内部の性格に合

ってきちっと、収入役としては次の年度のお金を

そういうように無原則に使うべきでないという考

えを持っとるのかどうかですね。その辺ちょっと、

市側の答弁も含めて１回整理して答弁いただきた

いと思います。

○議長（奥和田好吉君） 辻収入役。

○収入役（辻 勇作君） 私の立場から申し上げま

すと、予算が組まれてるわけですね。その組まれ

た予算によって予算どおり執行されておるという

ことについて確認していくのが私の立場でござい

まして、この予算を組む段階で現実に決算の結果

について報告をいたしますが、予算をこういうよ

うに組んでほしい、こう組みなさいという形では

私の立場から申し上げるということは適当ではな

いと、このように思ってます。

○議長（奥和田好吉君） 小山君。

○３番（小山広明君） 意見にしときますけども、

やはりお金を預かっとるわけですから、そういう

次の年度に入ってくる収入を赤字に充てるという

予算の組み方というのはまずいんじゃないかと、

そんなんでやはり大きな意味でそういう基金もそ

ういうために用意されとるわけですから、それは

収入役の立場としても一定限界はあるかもわかり

ませんが、最終的にこういうように次の年度のお

金をもって充てるというのは、次かてやっぱり事

業をせないかんわけですから、それを取り崩して



しまうというのは、私はちょっと納得できないの

で、限界があるかもわかりませんが、行政の方の

答弁も辻収入役は聞いていらっしゃると思います

けども、そういう次の年度のを取り崩すのは特別

な措置なんだということはこの本会議で言われて

おるんで、その辺は私もあなたの職務の内容で言

えるとこと言えないとこがあるのは、詳しくは余

りわかりませんけども、やはり三役の立場として

は、健全なお金の運用について市民が理解できる

ような形でお願いしたいと。意見にかえときます。

○議長（奥和田好吉君） ほかにありませんか。

以上で本２０件に対する質疑を終結いたし

ます。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます平成１２年度各会計決算認定２０件につきま

しては、１１名の委員をもって構成する平成１２

年度決算審査特別委員会を設置し、これに付託の

上、閉会中の継続審査に付することにいたしたい

と思います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

○議長（奥和田好吉君） 御異議なしと認めます。

よって、平成１２年度泉南市各会計決算認定２０

件につきましては、１１名の委員をもって構成す

る平成１２年度決算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託の上、閉会中の継続審査に付することに

決しました。

さらにお諮りいたします。ただいま設置されま

した平成１２年度決算審査特別委員会委員１１名

の選任につきましては、議長において指名するこ

とにいたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

○議長（奥和田好吉君） 御異議なしと認めます。

よって、議長において指名することに決しました。

これより指名いたします。

平成１２年度決算審査特別委員会委員に、

１番 井 原 正太郎 君

７番 市 道 浩 高 君

１０番 上 山 忠 君

１１番 松 本 雪 美 君

１２番 北 出 寧 啓 君

－２１３－

１３番 稲 留 照 雄 君

１５番 堀 口 武 視 君

１７番 角 谷 英 男 君

１９番 和 気 豊 君

２１番 薮 野 勤 君

２２番 巴 里 英 一 君

の以上１１名の諸君を指名いたします。

ただいま議長において指名いたしました１１名

の諸君を平成１２年度決算審査特別委員会委員に

選任することに決しました。委員各位におかれま

しては、よろしくお願い申し上げます。

次に、日程第２３、議員提出議案第１４号 泉

南市議会委員会条例の全部を改正する条例の制定

についてを議題といたします。

本件に関し、提出者を代表して井原正太郎君か

ら提案理由並びに趣旨の説明を求めます。井原正

太郎君。

○１番（井原正太郎君） ただいま上程されました

議員提出議案第１４号、泉南市議会委員会条例の

全部を改正する条例の制定につきまして提案する

に当たり、提出者を代表いたしましてその提案理

由並びに内容の説明を申し上げます。

今回の条例制定につきましては、まず去る平成

１３年第２回定例会において可決を見ました市の

機構改革にあって、それに伴う市の組織の名称の

改廃及びその所管事項の変更がなされ、本年１０

月１日付をもって施行されることに伴い、本委員

会条例に規定する常任委員会の所管事項の改正の

必要が生じたこと、及び法規定に基づく本委員会

条例への明文化並びに条文中の字句及び句読点の

整合性を期する必要から、本委員会条例の改正を

提案するものであります。

なお、具体的な内容につきましては、本条例第

２条の規定における各常任委員会の所管事項のう

ち総務文教常任委員会の所管事項については、現

行の市長公室を廃止し、新たに財務部及び行財政

改革推進室を追加すること、また厚生消防常任委

員会の所管事項のうち市民生活部を市民生活環境

部に改めること、あわせて産業建設常任委員会の

所管事項のうち事業部及び下水道部を廃止し、新

たに都市整備部を設けるものであります。

また、あわせて第４条においては、常任委員の



任期の起算に関し、その明確化を図ること、また

第６条においては、法に基づく議員の資格決定及

び懲罰に関する特別委員会の自動設置の明文化並

びに現行の会議規則に規定されております常任委

員会等における公聴会に関する口述人の決定等の

規定については、条例準則に基づき本委員会条例

に改めて規定がえし、あわせて委員会制度の中で

の参考人制度の明文化を図ることとするものであ

ります。

また、今改正に当たり現行委員会条例中の各条

項にわたり句読点等の字句の修正、整理もあわせ

て行うものでありますが、その字句等の修正部分

が広範となりますので、今回本委員会条例の一部

改正ではなく、全部改正として提案するものであ

ります。議員各位におかれましては、その点よろ

しくお願いいたします。

また、今回の改正についての詳細につきまして

は、別添の参考資料のとおりでありますので、よ

ろしく御参照のほどをお願い申し上げます。

以上、甚だ簡単でございますが、本委員会条例

の提案理由並びに内容の説明とさせていただきま

す。議員各位におかれましては、御賛同のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

以上でございます。

○議長（奥和田好吉君） ただいまの提出者の説明

に対し、質疑等ありませんか。 質疑等な

しと認めます。

討論に入ります。討論はありませんか。

討論なしと認めます。

これより議員提出議案第１４号を採決いたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり可と

することに決しまして御異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

○議長（奥和田好吉君） 御異議なしと認めます。

よって議員提出議案第１４号は、原案のとおり可

とすることに決しました。

以上をもって本日の日程は全部終了し、今期定

例会に付議された事件はすべて議了いたしました。

連日にわたり慎重なる御審議を賜りまして、まこ

とにありがとうございました。

これをもちまして平成１３年第３回泉南市議会

－２１４－

定例会を閉会いたします。御苦労さまでございま

した。

午前１０時３５分 閉会

（了）

署 名 議 員

大阪府泉南市議会議長 奥和田 好 吉

大阪府泉南市議会議員 稲 留 照 雄

大阪府泉南市議会議員 南 良 徳


